
【
翻
訳
】

章
学
誠
校
讎
学
論
文
訳
注
（
二
）「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
教
大
学
目
録
学
研
究
会

（
＊
樋
口
泰
裕
・
渡
邉
　
大
・
宇
賀
神
秀
一
・
王
　
連
旺
・

　　　小
田
健
太
・
荒
川
　
悠
・
村
越
充
朗
）

　
本
稿
は
前
稿
に
引
き
続
き
、
清
・
章
学
誠
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」
を
訳
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
訳
出
に
あ
た
り
、『
文
史
通
義
校
注
』

（
葉
瑛
校
注
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
に
付
録
す
る
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
と
対
校
し
た
。
本
訳
注
で
は
、
全
五
節
に
分
け

た
う
ち
の
後
二
節
を
訳
出
し
、
注
釈
を
附
し
た
。
本
訳
注
は
ひ
と
え
に
、
樋
口
泰
裕
、
渡
邉
大
、
宇
賀
神
秀
一
、
王
連
旺
、
小
田
健
太
、
荒

川
悠
、
村
越
充
朗
か
ら
な
る
文
教
大
学
目
録
学
研
究
会
が
開
催
し
た
定
例
研
究
会
に
お
い
て
、
議
論
、
検
討
を
進
め
る
中
で
得
ら
れ
た
成

果
に
基
づ
く
。
た
だ
、
こ
の
度
、
議
論
、
検
討
の
内
容
に
整
理
を
加
え
、
訳
注
と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
研
究
会
で
の
議
論
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
た
発
表
者
で
あ
る
樋
口
が
担
当
執
筆
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠
　
校
讎
学
　
目
録
学
　
和
州
志
　
芸
文
書

＊
ひ
ぐ
ち
　
や
す
ひ
ろ
　
　
　
文
教
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
科
　
　
　
　
わ
た
な
べ
　
だ
い
　
　
文
教
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
科

　
う
が
じ
ん
　
し
ゅ
う
い
ち
　
つ
く
ば
国
際
大
学
東
風
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
お
う
　
れ
ん
お
う
　
　
浙
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所

　
お
だ
　
け
ん
た
　
　
　
　
　
茗
溪
学
園
中
学
校
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
か
わ
　
は
る
か
　
筑
波
大
学
大
学
院

　
む
ら
こ
し
　
み
ち
お
　
　
　
筑
波
大
学
大
学
院

（1）
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章
学
誠
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」（
下
）

第
四
節
（
家
法
）

【
原
文
】

史
家
所
謂
部
次
条
別
之
法
、
備
於
班
固
、
而
実
仿
於
司
馬
遷
。

司
馬
遷
未
著
成
法
、
班
固
承
劉
歆
之
学
而
未
精
、
則
言
著
録
之

精
微
、
亦
在
乎
熟
究
劉
氏
之
業
而
已
矣
。
究
劉
氏
之
業
、
将
由

班
固
之
書
、
人
知
之
、
究
劉
氏
之
業
、
当
参
以
司
馬
遷
之
法
、

人
不
知
也
。
夫
司
馬
遷
所
謂
序
次
六
家
、
条
辨
学
術
同
異
、
推

究
利
病
、
本
其
家
学
［
司
馬
談
論
陰
陽
、
儒
、
墨
、
名
、
法
、
道
徳
、
以

為
六
家
］、
尚
已
。［
一
］
紀
首
推
本
『
尚
書
』［「
五
帝
本
紀
賛
」］、
表
首

推
本
『
春
秋
』［「
三
代
世
表
序
」］、
伝
首
推
本
『
詩
』『
書
』
所
闕
、

至
於
虞
夏
之
文
［「
伯
夷
列
伝
」］、
皆
著
録
淵
源
所
自
啓
也
。［
二
］

其
於
六
藝
而
後
、
周
秦
諸
子
、
若
孟
荀
三
鄒
、
老
荘
申
韓
、
管

晏
、
屈
原
、
虞
卿
、
呂
不
韋
諸
伝
、
論
次
著
述
、
約
其
帰
趣
、

詳
略
其
辞
、
頡
頏
其
品
、
抑
揚
詠
嘆
、
義
不
拘
墟
。
在
人
即
為

列
伝
、
在
書
即
為
叙
録
、
古
人
命
意
標
篇
、
俗
学
何
可
縄
尺
限

也
。［
三
］
劉
氏
之
業
、
其
部
次
之
法
、
本
乎
官
礼
、
至
若
叙
録

之
文
、
則
於
太
史
列
伝
、
微
得
其
裁
。
蓋
条
別
源
流
、
治
百
家

之
紛
紛
、
欲
通
之
於
大
道
、
此
本
旨
也
。
至
於
巻
次
部
目
、
篇

第
甲
乙
、
雖
按
部
就
班
、
秩
然
不
乱
、
実
通
官
聯
事
、
交
済
為

功
。
如
『
管
子
』
列
於
道
家
、
而
叙
小
学
流
別
、
取
其
「
弟
子

職
」
篇
、
附
諸
『
爾
雅
』
之
後
、
則
知
一
家
之
書
、
其
言
可
採
、

例
得
別
出
也
。『
伊
尹
』、『
太
公
』、
道
家
之
祖
［
次
其
書
在
道
家
］、

『
蘇
子
』、『
蒯
通
』、
縦
横
家
言
、
以
其
兵
法
所
宗
、
遂
重
録
於

兵
法
権
謀
之
部
次
、
冠
冕
孫
呉
諸
家
、
則
知
道
徳
兵
謀
、
凡
宗

旨
有
所
統
会
、
例
得
互
見
也
。［
四
］
夫
篇
次
可
以
別
出
、
則
学

術
源
流
、
無
闕
間
不
全
之
患
也
、
部
目
可
以
互
見
、
則
分
綱
別

紀
、
無
両
歧
牽
掣
之
患
也
。
学
術
之
源
流
、
無
闕
間
不
全
、
分

綱
別
紀
、
無
両
歧
牽
掣
、
則
『
周
官
』
六
卿
聯
事
之
意
存
、
而

太
史
列
伝
互
詳
之
旨
見
［
如
『
貨
殖
』
叙
子
貢
、
不
涉
『
弟
子
列
伝
』。

『
儒
林
』
叙
董
仲
舒
、
王
吉
、
別
有
専
伝
］。［
五
］
治
書
之
法
、
古
人
自

有
授
受
、
何
可
忽
也
。

【
訓
読
文
】

史
家
の
所
謂
部
次
条
別
の
法
、
班
固
に
備
わ
る
も
、
而
し
て

実
は
司
馬
遷
に
仿
う
。
司
馬
遷 

未
だ
成
法
を
著
さ
ず
、
班
固 

劉
歆
の
学
を
承
く
る
も
未
だ
精
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
著
録
の
精

微
を
言
う
は
、
亦
た
劉
氏
の
業
に
熟
究
す
る
に
在
る
の
み
。
劉

氏
の
業
を
究
む
る
に
、
将
に
班
固
の
書
に
由
ら
ん
と
す
る
は
、
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人 
之
を
知
る
も
、
劉
氏
の
業
を
究
む
る
に
、
当
に
参
す
る
に

司
馬
遷
の
法
を
以
て
す
べ
き
は
、
人
知
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
司

馬
遷
の
所
謂
六
家
を
序
次
し
、
学
術
の
同
異
を
条
辨
し
、
利
病

を
推
究
す
る
は
、
其
の
家
学
に
本
づ
く
る
こ
と
［
司
馬
談 

陰
陽
、

儒
、
墨
、
名
、
法
、
道
徳
を
論
じ
て
、
以
て
六
家
と
為
す
］、
尚
し
き
の
み
。

紀
首 

推
し
て
『
尚
書
』
に
本
づ
き
［「
五
帝
本
紀
賛
」］、
表
首 

推

し
て
『
春
秋
』
に
本
づ
き
［「
三
代
世
表
序
」］、
伝
首 

推
し
て

『
詩
』『
書
』
の
闕
く
る
所
に
本
づ
き
て
、
虞
夏
の
文
に
至
る
は

［「
伯
夷
列
伝
」］、
皆
淵
源
の
自
り
て
啓
く
所
を
著
録
す
る
な
り
。

其
れ
六
藝
よ
り
後
、
周
秦
の
諸
子
、
孟
荀
三
鄒
、
老
荘
申
韓
、

管
晏
、
屈
原
、
虞
卿
、
呂
不
韋
の
諸
伝
の
若
き
は
、
著
述
を
論

次
し
て
、
其
の
帰
趣
を
約
し
、
其
の
辞
を
詳
略
し
て
、
其
の
品

を
頡
頏
し
、
抑
揚
詠
嘆
し
て
、
義
は
墟
に
拘
せ
ず
。
人
に
在
り

て
は
即
ち
列
伝
を
為
し
、
書
に
在
り
て
は
即
ち
叙
録
を
為
し
、

古
人 

意
を
命
じ
て
篇
を
標
す
、
俗
学
何
ぞ
縄
尺
も
て
限
る
可

け
ん
や
。
劉
氏
の
業
は
、
其
の
部
次
の
法
、
官
礼
に
本
づ
き
、

叙
録
の
文
の
若
き
に
至
れ
ば
、
則
ち
太
史
の
列
伝
よ
り
、
微
か

に
其
の
裁
を
得
。
蓋
し
源
流
を
条
別
し
、
百
家
の
紛
紛
た
る
を

治
め
て
、
之
を
大
道
に
通
ぜ
し
め
ん
と
欲
す
、
此
れ
本
旨
な
り
。

巻
次
部
目
、
篇
第
甲
乙
に
至
り
て
は
、
部
に
按
じ
て
班
に
就
き
、

秩
然
と
し
て
乱
れ
ず
と
雖
も
、
実
に
官
に
通
じ
事
を
聯
ね
、

交
ゝ
済
し
て
功
を
為
す
。『
管
子
』
の
道
家
に
列
し
、
而
し
て

小
学
の
流
別
を
叙
す
る
に
、
其
の
「
弟
子
職
」
篇
を
取
り
て
、

諸
を
『
爾
雅
』
の
後
に
附
す
る
が
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
一
家
の

書
に
し
て
、
其
の
言
の
採
る
可
き
は
、
例
と
し
て
別
出
す
る
を

得
る
を
知
る
な
り
。『
伊
尹
』、『
太
公
』
は
、
道
家
の
祖
［
其
の

書
を
次
し
て
道
家
に
在
ら
し
む
］、『
蘇
子
』、『
蒯
通
』
は
、
縦
横
家

の
言
な
る
も
、
其
の
兵
法
の
宗
ぶ
所
を
以
て
、
遂
に
重
ね
て
兵

法
権
謀
の
部
次
に
録
し
、
孫
呉
の
諸
家
に
冠
冕
た
ら
し
む
れ
ば
、

則
ち
道
徳
兵
謀
、
凡
て
宗
旨
に
統
会
す
る
所
有
り
、
例
と
し
て

互
見
す
る
を
得
る
を
知
る
な
り
。
夫
れ
篇
次 

以
て
別
出
す
可

け
れ
ば
、
則
ち
学
術
の
源
流
、
闕
間
不
全
の
患
無
く
、
部
目 

以
て
互
見
す
可
け
れ
ば
、
則
ち
綱
を
分
か
ち
紀
を
別
か
ち
、
両

歧
牽
掣
の
患
無
き
な
り
。
学
術
の
源
流
に
、
闕
間
不
全
無
く
、

綱
を
分
か
ち
紀
を
別
か
ち
て
、
両
歧
牽
掣
無
け
れ
ば
、
則
ち

『
周
官
』
六
卿
聯
事
の
意
存
せ
し
め
、
而
も
太
史
の
列
伝
互
詳

の
旨
見
る
［「
貨
殖
」
の
子
貢
を
叙
し
て
、『
弟
子
列
伝
』
に
涉
ら
ず
、「
儒

林
」
の
董
仲
舒
、
王
吉
を
叙
し
て
、
別
に
専
伝
有
る
が
如
し
］。
治
書
の
法
、

古
人
自
ら
授
受
す
る
有
れ
ば
、
何
ぞ
忽
せ
に
せ
ん
や
。
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【
現
代
語
訳
】

史
家
の
い
わ
ゆ
る
図
書
の
分
類
配
列
の
方
法
は
、
班
固
に
備

わ
っ
た
が
、
実
は
司
馬
遷
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

司
馬
遷
は
定
ま
っ
た
方
法
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
ま
た

班
固
は
劉
歆
の
学
業
を
継
承
し
つ
つ
も
充
分
に
精
確
で
は
な
い

の
で
、
著
録
の
精
緻
な
部
分
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
や
は
り
劉

氏
の
学
業
に
習
熟
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
劉
氏
の
学
業
を

考
究
す
る
の
に
、
班
固
の
『
漢
書
』
藝
文
志
に
よ
る
こ
と
に
な

る
の
は
、
誰
も
が
理
解
し
て
い
よ
う
が
、
劉
氏
の
学
業
を
考
究

す
る
の
に
、
司
馬
遷
の
方
法
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、

人
は
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
司
馬
遷
が
六
家
を
順
序

立
て
、
学
術
の
異
同
を
あ
き
ら
か
に
し
、
長
所
と
短
所
を
推
し

量
り
考
究
し
た
の
は
、
自
身
の
家
学
に
本
づ
い
て
い
る
の
で
あ

り
［
司
馬
談
は
陰
陽
、
儒
、
墨
、
名
、
法
、
道
徳
を
論
じ
て
、
六
家
と
し
た
］、

久
し
い
時
を
経
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
史

記
』
に
お
い
て
、
本
紀
の
冒
頭
で
は
『
尚
書
』
に
淵
源
を
求
め

［「
五
帝
本
紀
賛
」］、
表
の
冒
頭
で
は
『
春
秋
』
に
淵
源
を
求
め

［「
三
代
世
表
序
」］、
列
伝
の
冒
頭
で
は
『
詩
』『
書
』
の
欠
け
た
箇

所
に
淵
源
を
求
め
つ
つ
、
虞
夏
の
文
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
は

［「
伯
夷
列
伝
」］、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
が
展
開
し
て
き
た
淵
源
を

著
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
藝
よ
り
後
の
時
代
の
、

周
秦
の
頃
の
諸
子
で
あ
る
、
孟
子
、
荀
子
、
鄒
忌
、
鄒
衍
、
鄒

奭
の
三
鄒
、
老
子
、
荘
子
、
申
子
、
韓
非
子
、
管
子
、
晏
子
、

屈
原
、
虞
卿
、
呂
不
韋
の
列
伝
な
ど
は
、
彼
ら
の
著
述
を
列
叙

し
て
、
そ
の
趣
旨
を
ま
と
め
、
そ
の
言
辞
を
時
に
詳
細
に
時
に

簡
潔
に
述
べ
て
、
品
評
し
た
り
、
褒
貶
し
た
り
し
て
、
そ
の
内

容
は
狭
い
見
識
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
人
物
に
対
し
て
は
列

伝
を
著
し
、
書
物
に
対
し
て
は
叙
録
を
著
し
た
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
に
古
人
が
主
旨
を
考
慮
し
て
篇
名
を
付
け
る
作
法
は
、

凡
俗
の
学
者
が
杓
子
定
規
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
劉
氏
の
学
業
の
、
そ
の
分
類
方
法
は
、
官
制
に

本
づ
き
、
叙
録
の
文
に
お
い
て
は
、
司
馬
遷
の
列
伝
よ
り
、
ひ

そ
か
に
そ
の
体
裁
を
習
い
得
て
い
る
。
お
よ
そ
源
流
を
分
類
配

列
し
、
百
家
の
乱
雑
を
整
理
し
、
大
い
な
る
道
に
通
わ
せ
よ
う

と
い
う
の
が
、
そ
の
本
旨
で
あ
る
。
巻
次
部
目
、
篇
題
の
順
序

に
つ
い
て
は
、
分
類
に
従
っ
て
ま
と
ま
り
に
分
か
れ
、
秩
序
を

な
し
て
乱
れ
ず
、
そ
の
実
、
官
制
に
通
じ
そ
の
職
掌
に
関
連
さ

せ
、
相
互
に
補
い
な
が
ら
功
を
奏
し
て
い
る
。『
管
子
』
道
家

に
並
ぶ
一
方
で
、
小
学
の
流
別
を
述
べ
て
、
そ
の
「
弟
子
職
」

篇
を
取
り
出
し
て
、『
爾
雅
』
の
後
に
附
し
た
例
か
ら
は
、
一
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家
の
学
を
有
す
る
書
物
で
、
取
り
上
げ
得
る
も
の
は
、
例
と
し

て
別
出
（
別
裁
）
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。『
伊
尹
』、

『
太
公
』
は
、
道
家
の
祖
で
あ
り
［
そ
れ
ら
の
書
物
を
並
べ
て
道
家
に

置
い
て
い
る
］、『
蘇
子
』、『
蒯
通
』
は
、
縦
横
家
の
言
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
れ
ら
が
兵
法
家
に
尊
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

重
ね
て
兵
法
権
謀
の
分
類
に
も
著
録
し
、
孫
武
、
呉
起
の
諸
家

の
首
に
置
い
て
い
る
例
か
ら
は
、
道
徳
家
と
兵
謀
家
と
、
と
も

に
そ
の
趣
旨
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
例
と
し
て
互
見
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
篇
章
が
別

出
（
別
裁
）
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
術
の
源
流
に
お
い
て
、

欠
け
て
間
が
抜
け
て
し
ま
う
よ
う
な
憂
い
が
な
く
な
る
し
、
分

類
が
互
見
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
綱
紀
を
分
け
る
こ
と
で
、

二
つ
の
分
類
が
引
き
合
う
よ
う
な
患
い
も
な
く
な
る
。
学
術
の

源
流
に
お
い
て
、
欠
け
て
間
が
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
が
な
く
な

り
、
綱
紀
を
分
け
る
こ
と
で
、
二
つ
の
分
類
が
引
き
合
う
こ
と

が
な
く
な
れ
ば
、『
周
礼
』
に
お
け
る
六
卿
の
官
と
職
事
が
連

関
す
る
と
い
う
意
義
を
伝
え
、
そ
の
上
、
司
馬
遷
『
史
記
』
の

列
伝
同
士
が
互
い
を
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
な
意
図
を
示
す
こ

と
に
な
る
［「
貨
殖
伝
」
で
子
貢
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、「
仲
尼
弟

子
列
伝
」
に
は
亘
っ
て
い
な
い
。「
儒
林
伝
」
で
董
仲
舒
や
王
吉
の
こ
と
を
述

べ
な
が
ら
、
別
に
個
人
の
伝
記
が
立
て
ら
れ
て
い
る
］。
こ
の
よ
う
に
書

物
を
治
め
る
方
法
に
は
、
古
人
に
も
と
よ
り
受
け
継
が
れ
た
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
を
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

【
訳
注
】

［
一
］
司
馬
談
「
論
六
家
之
要
指
」
は
、『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
見
え
る
。

［
二
］
五
帝
本
紀
賛
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
太
史
公
曰
、『
学

者
多
称
五
帝
、
尚
矣
。
然
尚
書
独
載
尭
以
来
、
而
百
家
言
黄
帝
、
其

文
不
雅
馴
、
薦
紳
先
生
難
言
之
。』」
ま
た
、『
史
記
』
三
代
世
表
の

冒
頭
に
置
か
れ
た
序
文
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
太
史
公
曰
、『
五

帝
、
三
代
之
記
、
尚
矣
。
自
殷
以
前
諸
侯
不
可
得
而
譜
、
周
以
来
乃

頗
可
著
。
孔
子
因
史
文
次
春
秋
、
紀
元
年
、
正
時
日
月
、
蓋
其
詳
哉
。

至
於
序
尚
書
則
略
、
無
年
月
、
或
頗
有
、
然
多
闕
、
不
可
録
。
故
疑

則
伝
疑
、
蓋
其
慎
也
。』」
ま
た
、『
史
記
』
伯
夷
叔
斉
伝
の
冒
頭
に

次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
夫
学
者
載
籍
極
博
、
猶
考
信
於
六
蓺
。
詩

書
雖
缺
、
然
虞
夏
之
文
可
知
也
。」

［
三
］
司
馬
遷
は
、
孟
子
、
荀
子
、
鄒
忌
、
鄒
衍
、
鄒
奭
の
諸
家
を
「
孟

子
荀
卿
列
伝
」
と
し
て
、
老
子
、
荘
子
、
申
不
害
、
韓
非
の
諸
家
を

「
老
子
韓
非
列
伝
」
と
し
て
、
管
仲
、
晏
嬰
の
二
人
を
「
管
晏
列
伝
」

と
し
て
、
屈
原
は
賈
誼
と
と
も
に
「
屈
原
賈
誼
列
伝
」
と
し
て
、
虞
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卿
は
平
原
君
と
と
も
に
「
平
原
君
虞
卿
列
伝
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
の
伝
記
に
ま
と
め
、
ま
た
、
呂
不
韋
に
対
し
て
は
「
呂
不
韋
列

伝
」
と
し
て
単
独
の
伝
記
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
列
伝
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
、
巻
数
な
ど
に
つ
い
て
著

録
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
孟
子
に
つ
い
て
は
そ
の
伝
記
中
に
「
退

而
與
萬
章
之
徒
序
詩
書
、
述
仲
尼
之
意
、
作
孟
子
七
篇
。」
と
述
べ

る
の
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

［
四
］『
管
子
』
は
、
諸
子
略
道
家
類
に
「
筦
子
八
十
六
篇
」
と
し
て
著

録
さ
れ
、
ま
た
、
六
芸
略
孝
経
類
に
は
「
弟
子
職
一
篇
」
が
著
録
さ

れ
、
そ
の
応
劭
注
に
、「
管
仲
所
作
、
在
管
子
書
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。

な
お
、
沈
欽
韓
『
両
漢
書
疏
証
』
は
、「
今
為
『
管
子
』
第
五
十
九

篇
。
鄭
『
曲
礼
』
注
引
之
、
蓋
漢
時
単
行
。」
と
述
べ
、
当
時
す
で

に
単
行
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。「
伊
尹
五
十
一
篇
」、

「
太
公
二
百
三
十
七
篇
」
は
、
諸
子
略
道
家
類
に
著
録
さ
れ
、「
蘇
子

三
十
一
篇
」、「
蒯
子
五
篇
」
は
、
諸
子
略
従
横
家
類
に
著
録
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
兵
書
略
権
謀
家
類
で
は
十
三
家
、
二
百
五
十
九
篇
を

著
録
し
た
後
の
班
固
注
に
、「
省
伊
尹
、
太
公
、
管
子
、
孫
卿
子
、

鶡
冠
子
、
蘇
子
、
蒯
通
、
陸
賈
、
淮
南
王
二
百
五
十
九
種
。
出
司
馬

法
入
礼
也
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

［
五
］「
周
官
」
は
『
周
礼
』
を
指
す
。『
校
讎
通
義
』
原
道
篇
に
、「
後

世
文
字
、
必
溯
源
於
六
藝
。
六
藝
非
孔
氏
之
書
、
乃
周
官
之
旧
典
也
。

『
易
』
掌
太
ト
、『
書
』
蔵
外
史
、『
礼
』
在
宗
伯
、『
楽
』
隸
司
楽
、

『
詩
』
領
於
太
師
、『
春
秋
』
存
乎
国
史
。」
と
見
え
る
。
董
仲
舒
と

王
吉
に
つ
い
て
、『
史
記
』
儒
林
伝
に
は
、
董
仲
舒
の
名
は
見
え
る

も
の
の
、
王
吉
の
名
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
両
人
と
も
に
個
人
の
伝

記
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
二
人
は
『
漢
書
』
に
立
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
た
だ
し
、『
漢
書
』
儒
林
伝
に
両
人
の
伝
記
は
な
い
。

【
原
文
】

自
班
固
刪
「
輯
略
」、
而
劉
氏
之
緒
論
不
伝
［「
輯
略
」
乃
総
論

群
書
大
旨
］、
省
部
目
、
而
劉
氏
之
要
法
不
著
［
班
省
劉
氏
之
重
見
者

而
帰
於
一
］、
於
是
学
者
不
知
著
録
之
法
、
所
以
辨
章
百
家
、
通

於
大
道
［『
荘
子
』
天
下
篇
亦
此
意
也
］、
而
徒
視
為
甲
乙
紀
数
之
所

需
。
無
惑
乎
学
無
専
門
、
書
無
世
守
、
転
不
若
巫
祝
符
籙
、
医

士
秘
方
、
猶
有
師
伝
不
失
之
道
也
。［
一
］
鄭
樵
「
校
讎
之
略
」、

力
糾
『
崇
文
』
部
次
之
失
、
自
班
固
以
下
、
皆
有
譏
焉
。［
二
］

然
鄭
氏
未
明
著
録
源
流
、
当
追
官
礼
、
徒
斤
斤
焉
糾
其
某
書

当
甲
而
誤
乙
、
某
書
宜
丙
而
訛
丁
。
夫
部
次
錯
乱
、
雖
由
家

法
失
伝
、
然
儒
雑
二
家
之
易
混
、
職
官
故
事
之
多
歧
、
其
書

本
在
両
可
之
間
、
初
非
著
録
之
誤
。［
三
］
如
使
劉
氏
別
出
互
見
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之
法
、
不
明
於
後
世
、
雖
使
太
史
復
生
、
揚
雄
再
見
、
其
於

部
次
之
法
、
猶
是
茫
然
不
可
統
紀
也
。
鄭
氏
能
譏
班
『
志
』

附
類
之
失
当
、
而
不
能
糾
其
併
省
之
不
当
、
可
謂
知
一
十
而

不
知
二
五
者
也
。［
四
］
且
吾
観
後
人
之
著
録
、
有
別
出
『
小
爾

雅
』
以
帰
「
論
語
」
者
［
本
『
孔
叢
子
』
中
篇
名
。「
隋
経
籍
志
」
別
出

帰
「
論
語
」］、
有
別
出
『
夏
小
正
』
以
入
「
時
令
」
者
［
本
『
大
戴

礼
』
篇
名
。『
文
献
通
考
』
別
出
帰
「
時
令
」］、
是
豈
足
以
知
古
人
別
出

之
法
耶
、
特
忘
其
所
本
之
書
、
附
類
而
失
其
依
拠
者
爾
。［
五
］

『
嘉
瑞
記
』
既
入
「
五
行
」、
又
互
見
於
雑
伝
［『
隋
書
』
経
籍
志
』］、

『
西
京
雑
記
』
既
入
「
故
事
」、
又
互
見
於
「
地
理
」［『
唐
書
』
藝

文
志
］、
是
豈
足
以
知
古
人
互
見
之
法
耶
、
特
忘
其
已
登
著
録
、

重
復
而
至
於
訛
錯
者
爾
。［
六
］

夫
末
学
支
離
、
至
附
類
失
拠
、

重
復
錯
訛
、
可
謂
極
矣
。
究
其
所
以
歧
誤
之
由
、
則
理
本
有
以

致
疑
、
勢
有
所
以
必
至
。
徒
拘
甲
乙
之
成
法
、
而
不
於
古
人
之

所
以
別
出
、
所
以
互
見
者
、
析
其
精
微
、
其
中
茫
無
定
識
、
弊

固
至
乎
此
也
。
然
校
讎
之
家
、
苟
未
能
深
於
学
術
源
流
、
使
之

徒
事
裁
篇
而
別
出
、
断
部
而
互
見
、
将
破
砕
紛
擾
、
無
復
規
矩

章
程
、
斯
救
弊
益
以
滋
弊
矣
。
是
以
校
讎
師
法
、
不
可
不
伝
、

而
著
録
専
家
、
不
可
不
立
也
。

【
訓
読
文
】

班
固 

「
輯
略
」
を
刪
し
て
自
り
、
而
し
て
劉
氏
の
緒
論
伝
わ

ら
ず
［「
輯
略
」
は
乃
ち
群
書
の
大
旨
を
総
論
す
］、
部
目
を
省
き
、
而

し
て
劉
氏
の
要
法
著
れ
ず
［
班 

劉
氏
の
重
見
者
を
省
き
て
一
に
帰
す
］、

是
に
於
い
て
学
者 

著
録
の
法
の
、
百
家
を
辨
章
し
て
、
大
道

に
通
ぜ
し
む
る
所
以
な
る
を
知
ら
ず
［『
荘
子
』
天
下
篇
も
亦
た
此
の

意
な
り
］、
而
し
て
徒
ら
に
視
て
甲
乙
紀
数
の
需
む
る
所
と
為
す
。

惑
う
無
き
か
な
学
に
専
門
無
く
、
書
に
世
守
無
く
、
転か

え
っ

て
巫
祝

符
籙
、
医
士
秘
方
の
、
猶
お
師
伝
不
失
の
道
有
る
が
ご
と
き
に

若
か
ざ
る
を
。
鄭
樵
「
校
讎
の
略
」、
力
め
て
『
崇
文
』
部
次

の
失
を
糾
し
、
班
固
自
り
以
下
、
皆
譏
る
有
り
。
然
る
に
鄭
氏

未
だ
源
流
を
著
録
し
て
、
当
に
官
礼
を
追
う
べ
き
を
明
ら
か
に

せ
ず
、
徒
ら
に
斤
斤
焉
と
し
て
其
の
某
書
の
当
に
甲
と
す
べ
き

も
乙
に
誤
り
、
某
書
の
宜
し
く
丙
と
す
べ
き
も
丁
に
訛
る
を
糾

す
の
み
。
夫
れ
部
次
の
錯
乱
す
る
は
、
家
法
の
伝
を
失
う
に
由

る
と
雖
も
、
然
る
に
儒
雑
の
二
家
の
混
じ
り
易
く
、
職
官
故
事

の
歧
多
く
、
其
の
書
は
本
よ
り
両
つ
な
が
ら
に
可
な
る
の
間
に

在
れ
ば
、
初
め
は
著
録
の
誤
り
に
非
ず
。
如
使
し
劉
氏
の
別
出

互
見
の
法
、
後
世
に
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
太
史
を
し
て
復
た

生
ぜ
し
め
、
揚
雄
を
し
て
再
び
見
わ
し
む
る
と
雖
も
、
其
の
部
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次
の
法
に
於
い
て
、
猶
お
是
れ
茫
然
と
し
て
統
紀
す
可
か
ら
ざ

る
が
ご
と
き
な
り
。
鄭
氏
能
く
班
『
志
』
の
附
類
の
失
当
を
譏

る
も
、
而
る
に
其
の
併
省
の
不
当
を
糾
す
能
わ
ず
、
一
十
を
知

る
も
二
五
を
知
ら
ざ
る
者
と
謂
う
可
き
な
り
。
且
つ
吾
れ
後
人

の
著
録
を
観
る
に
、『
小
爾
雅
』
を
別
出
し
て
以
て
「
論
語
」

に
帰
す
る
者
有
り
［
本
『
孔
叢
子
』
中
の
篇
名
な
り
。「
隋
経
籍
志
」
別

出
し
て
「
論
語
」
に
帰
す
］、『
夏
小
正
』
を
別
出
し
て
以
て
「
時
令
」

に
入
る
る
者
有
り
［
本
『
大
戴
礼
』
の
篇
名
な
り
。『
文
献
通
考
』
別
出

し
て
「
時
令
」
に
帰
す
］、
是
れ
豈
に
以
て
古
人
別
出
の
法
を
知
る

に
足
ら
ん
や
、
特
だ
其
の
本
づ
く
所
の
書
を
忘
れ
、
類
に
附
し

て
其
の
依
拠
を
失
う
者
な
る
の
み
。『
嘉
瑞
記
』
既
に
「
五
行
」

に
入
れ
、
又
た
「
雑
伝
」
に
互
見
し
［『
隋
書
』
経
籍
志
］、『
西
京

雑
記
』
既
に
「
故
事
」
に
入
れ
、
又
た
「
地
理
」
に
互
見
す
る

は
［『
唐
書
』
藝
文
志
］、
是
れ
豈
に
古
人
互
見
の
法
を
知
る
に
足

ら
ん
や
、
特
だ
其
の
已
に
著
録
に
登
す
る
を
忘
れ
、
重
復
し
て

訛
錯
す
る
に
至
る
者
な
る
の
み
。
夫
れ
末
学
支
離
の
、
類
に
附

し
て
拠
を
失
い
、
重
復
錯
訛
す
る
に
至
る
こ
と
、
極
る
と
謂
う

可
し
。
其
の
歧
誤
す
る
所
以
の
由
を
究
む
れ
ば
、
則
ち
本
を
理

め
て
以
て
疑
を
致
す
有
る
こ
と
、
勢
と
し
て
必
ず
至
る
所
以
有

り
。
徒
ら
に
甲
乙
の
成
法
に
拘
り
、
而
し
て
古
人
の
別
出
す
る

所
以
、
互
見
す
る
所
以
に
於
い
て
、
其
の
精
微
を
析
せ
ざ
れ
ば
、

其
の
中
茫
と
し
て
定
識
無
く
、
弊 

固
に
此
に
至
る
な
り
。
然

ら
ば
校
讎
の
家
、
苟
く
も
未
だ
学
術
源
流
に
深
き
能
わ
ず
、
之

を
し
て
徒
ら
に
篇
を
裁
ち
別
に
出
だ
し
、
部
を
断
じ
互
い
に
見

わ
す
を
事
と
す
れ
ば
、
将
に
破
砕
紛
擾
し
て
、
復
た
規
矩
章
程

無
か
ら
し
め
ん
、
斯
れ
弊
を
救
わ
ん
と
し
て
益
ゝ
以
て
滋
ゝ
弊

る
。
是
を
以
て
校
讎
の
師
法
、
伝
え
ざ
る
可
か
ら
ず
、
著
録
の

専
家
、
立
た
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

班
固
が
「
輯
略
」
を
削
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
劉
氏
の
緒
論

が
伝
わ
ら
ず
［「
輯
略
」
は
群
書
の
大
旨
を
総
論
し
た
も
の
で
あ
る
］、
部

目
を
省
い
て
か
ら
、
劉
氏
の
要
法
が
あ
き
ら
か
に
な
ら
ず
［
班

固
は
劉
氏
の
重
見
の
例
を
省
い
て
一
つ
に
し
て
し
ま
っ
た
］、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
学
者
た
ち
は
著
録
の
法
が
、
百
家
の
学
術
を
あ
き
ら
か
に

し
て
、
大
い
な
る
道
に
通
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
解
せ
ず
［『
荘
子
』
天
下
篇
も
そ
う
し
た
意
義
が
あ
る
］、
た
だ
甲
乙

の
数
を
記
録
す
る
と
い
う
求
め
に
応
じ
る
も
の
と
見
な
す
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
道
理
で
学
術
に
専
門
が
な
く
な
り
、
書

物
は
代
々
保
守
さ
れ
ず
、
却
て
巫
祝
や
符
籙
、
医
士
や
秘
方
に
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お
い
て
、
師
伝
が
脈
々
と
続
く
道
を
残
す
の
に
及
ば
な
い
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
鄭
樵
の
「
校
讎
略
」
は
、

努
め
て
『
崇
文
総
目
』
の
分
類
の
誤
り
を
糾
し
、
班
固
以
来
の

目
録
に
対
し
、
い
ず
れ
も
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鄭
樵
は
、

源
流
を
著
録
し
、
官
制
を
考
究
す
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
あ
き

ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
口
や
か
ま
し
く
あ
る
書
物

を
分
類
し
て
甲
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
乙
に
誤
り
、
あ
る
書
物
を

分
類
し
て
丙
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
丁
に
誤
っ
て
い
る
の
を
糾
す

ば
か
り
で
あ
る
。
い
っ
た
い
分
類
が
混
乱
す
る
の
は
、
家
法
の

伝
承
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
は
い
え
、
儒
家
と
雑
家
の
二

家
は
そ
も
そ
も
混
じ
り
易
く
、
職
官
と
故
事
は
も
と
よ
り
分
岐

が
多
く
、
そ
れ
ら
の
書
物
は
元
々
二
つ
の
分
類
の
ど
ち
ら
に
も

属
し
得
る
範
囲
に
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
著
録
の
間
違
い
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
劉
氏
の
別
出
（
別
裁
）
や
互
見
の

法
が
、
後
世
に
お
い
て
あ
き
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
、
司

馬
遷
が
再
び
こ
の
世
に
現
れ
、
揚
雄
が
再
び
登
場
し
よ
う
と
も
、

分
類
の
方
法
に
お
い
て
、
漠
然
と
し
て
綱
紀
、
条
理
が
保
て
な

い
だ
ろ
う
。
鄭
樵
は
班
固
「
漢
志
」
の
分
類
の
不
当
を
巧
み
に

批
判
し
て
い
る
が
、
班
固
が
劉
氏
の
旧
を
変
え
て
書
目
を
併
せ

た
り
省
い
た
り
し
た
不
当
を
正
す
こ
と
は
で
き
て
お
ら
ず
、
そ

れ
で
は
一
十
を
知
り
な
が
ら
二
五
を
知
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
劉
氏
よ
り
後
の
世
の
人
に
よ
る
目
録
と
見
る
と
、『
小

爾
雅
』
を
別
出
し
て
「
論
語
」
類
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
も
の
が

あ
り
［『
小
爾
雅
』
は
も
と
『
孔
叢
子
』
中
の
一
篇
で
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍

志
は
別
出
し
て
「
論
語
」
類
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
］、
ま
た
『
夏
小
正
』

を
別
出
し
て
「
時
令
」
類
に
収
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
［『
夏

小
正
』
は
も
と
『
大
戴
礼
』
の
一
篇
で
あ
る
。『
文
献
通
考
』
は
別
出
し
て

「
時
令
」
類
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
］、
こ
れ
ら
は
古
人
の
別
出
の
法
を

充
分
に
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
も
と
に
な
る
書

物
を
忘
れ
、
分
類
に
附
し
て
そ
の
本
づ
く
所
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
に
す
ぎ
な
い
。『
嘉
瑞
記
』
を
「
五
行
」
類
に
入
れ
、
ま
た

雑
伝
に
も
互
見
さ
せ
［『
隋
書
』
経
籍
志
］、『
西
京
雑
記
』
を
「
故

事
」
類
に
入
れ
、
ま
た
「
地
理
」
類
に
互
見
さ
せ
て
い
る
が

［『
唐
書
』
藝
文
志
］、
こ
れ
ら
は
古
人
の
互
見
の
法
を
よ
く
わ
か
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
す
で
に
目
録
に
載
せ
た
の
を
忘

れ
、
重
複
さ
せ
誤
っ
て
著
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
っ
た
く
後
世
の
末
学
の
、
分
類
に
附
し
て
根
拠
を
失
い
、
重

複
さ
せ
誤
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
こ
こ
に
極
ま
る
と
言
え
よ
う

か
。
そ
れ
ら
の
分
か
れ
誤
っ
て
し
ま
っ
た
由
来
を
追
究
す
る
こ

と
で
、
根
本
を
整
理
し
て
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
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い
き
お
い
必
ず
や
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
た
ず
ら
に
甲
乙

を
数
え
る
決
ま
り
き
っ
た
や
り
方
に
拘
泥
し
、
古
人
の
別
出
し

た
訳
、
互
見
し
た
訳
に
お
い
て
、
そ
の
精
微
な
道
理
を
分
析
し

な
け
れ
ば
、
中
身
が
ぼ
ん
や
り
と
し
て
定
ま
っ
た
見
識
を
得
ら

れ
ず
、
弊
害
が
ま
っ
た
く
こ
の
よ
う
に
ま
で
至
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
校
讎
家
は
、
苟
く
も
学
術
の
源
流

を
深
く
理
解
し
な
い
ま
ま
に
、
た
だ
篇
章
を
切
り
取
っ
て
別
出

し
、
ま
た
分
類
を
断
ち
切
っ
て
互
見
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
目
録
、

学
術
を
ぶ
ち
壊
し
て
混
乱
さ
せ
、
規
則
基
準
を
な
く
し
て
し
ま

う
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
で
は
弊
害
を
除
こ
う
と
し
て
い
よ
い
よ

そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
校
讎
の
師
法
は
、
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
目
録
の
専
門
家
も
、
存
立
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

【
訳
注
】

［
一
］
班
固
が
『
七
略
』
を
『
漢
書
』
に
藝
文
志
と
し
て
取
り
込
む
際
に
、

輯
略
を
省
い
た
と
章
学
誠
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
、『
校
讎
通
義
』

原
道
篇
に
「
劉
歆
『
七
略
』、
班
固
刪
其
輯
略
而
存
其
六
。」
と
述
べ

る
通
り
で
あ
る
。『
荘
子
』
天
下
篇
に
つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
漢

志
諸
子
に
、「
荘
周
『
天
下
』
之
篇
、
叙
列
古
今
学
術
、
其
於
諸
家

流
別
、
皆
折
衷
於
道
要
。」
ま
た
、「
六
藝
之
書
与
儒
家
之
言
、
固
当

参
観
於
「
儒
林
列
伝
」、
道
家
、
名
家
、
墨
家
之
書
、
則
列
伝
而
外
、

又
当
参
観
於
荘
周
「
天
下
」
之
篇
也
。
蓋
司
馬
遷
叙
伝
所
推
六
藝
宗

旨
、
尚
未
究
其
流
別
。
而
荘
周
『
天
下
』
一
篇
、
実
為
諸
家
学
術
之

権
衡
、
著
録
諸
家
宜
取
法
也
。」
な
ど
と
見
え
る
。「
巫
祝
符
籙
、
医

士
秘
方
」
の
書
物
が
却
っ
て
伝
承
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

『
校
讎
通
義
』
漢
志
兵
書
に
、「
同
一
方
技
、
而
医
経
一
家
、
尚
有
存

文
、
若
経
方
、
房
中
、
神
仙
三
門
、
百
不
能
得
一
矣
。
蓋
文
辞
人
皆

誦
習
、
而
制
度
則
非
専
門
不
伝
、
此
其
所
以
有
存
逸
之
別
歟
。」
と

あ
る
。

［
二
］
鄭
樵
の
『
崇
文
総
目
』
に
対
す
る
批
判
は
、『
通
志
』
校
讎
略

「
論
編
次
之
訛
」
篇
、「
論
編
次
不
明
」
篇
な
ど
に
詳
し
く
見
え
る
。

［
三
］
儒
家
と
雑
家
の
二
類
が
混
じ
り
易
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
校

讎
通
義
』
漢
志
諸
子
に
、「
大
抵
『
漢
志
』
不
立
史
部
、
凡
遇
職
官
、

故
事
、
章
程
、
法
度
之
書
、
不
入
六
藝
部
次
、
則
帰
儒
雑
二
家
、
故

二
家
之
書
、
類
附
率
多
牽
混
。」
と
見
え
る
。

［
四
］
章
学
誠
の
鄭
樵
に
対
す
る
批
判
は
、『
校
讎
通
義
』
鄭
樵
誤
校
漢

志
な
ど
に
詳
し
い
。
ま
た
、
同
篇
に
は
、
鄭
樵
の
「
漢
志
」
の
著
録

に
対
す
る
批
判
を
更
に
批
判
し
て
、「『
国
語
』
亦
為
国
別
之
書
、
同

隸
『
春
秋
』、
樵
未
嘗
譏
正
『
国
語
』、
而
但
譏
『
国
策
』、
是
則
所
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謂
知
一
十
而
不
知
二
五
者
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。

［
五
］「
小
爾
雅
一
篇
」
は
、
も
と
よ
り
「
漢
志
」
六
芸
略
孝
経
類
に
著

録
さ
れ
、「
隋
志
」
で
は
経
部
論
語
類
に
「
小
爾
雅
一
巻 

李
軌
略
解
」

と
し
て
著
録
さ
れ
る
。
漢
志
が
著
録
す
る
本
を
旧
本
と
し
て
、
後
世

に
伝
わ
る
本
と
同
一
視
し
な
い
見
方
も
あ
り
、
た
と
え
ば
、『
四
庫

存
目
提
要
』
に
「
案
『
漢
書
』
藝
文
志
有
「
小
爾
雅
一
篇
」、
無
撰

人
名
氏
。『
隋
書
』
経
籍
志
、『
唐
書
』
藝
文
志
、
並
載
李
軌
注
小
爾

雅
一
巻
、
其
書
久
佚
。
今
所
伝
本
、
則
孔
叢
子
第
十
一
篇
抄
出
別
行

者
也
。
…
…
漢
儒
説
経
、
皆
不
援
及
、
迨
杜
預
注
『
左
伝
』、
始
稍

見
徵
引
。
明
是
書
漢
末
晚
出
、
至
晋
始
行
、
非
漢
志
所
称
之
旧
本
。

晁
公
武
『
読
書
志
』
以
為
孔
子
古
文
、
殆
循
名
而
失
之
。」
と
述
べ

ら
れ
る
。「
夏
小
正
」
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
著
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
現
存
す
る
目
録
で
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
経
部
礼
類
に
、「
夏
小

正
一
巻
　
戴
徳
撰
」
と
し
て
は
じ
め
て
著
録
さ
れ
る
。『
文
献
通
考
』

に
は
、「
夏
小
正
伝
四
巻
」
と
し
て
著
録
し
、
所
引
の
陳
振
孫
『
直

斎
書
録
解
題
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。「
漢
戴
徳
伝
、
給

事
中
山
陰
傅
崧
卿
注
。
此
書
本
在
『
大
戴
礼
』、
鄭
康
成
注
『
礼
運
』

夏
時
曰
、『
夏
四
時
之
書
也
。
其
存
者
有
小
正
。』
後
人
於
『
大
戴

礼
』
鈔
出
別
行
。
崧
卿
以
正
文
与
伝
相
雑
、
倣
左
氏
経
伝
、
列
正
文

其
前
、
而
附
以
伝
、
且
為
之
注
。」。

［
六
］「
嘉
瑞
記
三
巻
」
は
、「
隋
志
」
で
は
史
部
雑
伝
類
に
著
録
さ
れ

る
の
み
で
、
章
学
誠
の
所
謂
子
部
五
行
類
に
は
見
え
な
い
。『
通
志
』

校
讎
略
「
編
次
之
訛
論
」
に
「『
隋
志
』
最
可
信
、
縁
分
類
不
攷
、

故
亦
有
重
複
者
。
嘉
瑞
記
、
祥
瑞
記
二
書
、
既
出
雑
伝
、
又
出
五

行
。」
と
あ
る
の
を
承
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
鄭
樵
が
こ

こ
に
指
摘
す
る
「
祥
瑞
記
」
も
史
部
雑
伝
類
に
著
録
さ
れ
る
の
み
で
、

子
部
五
行
類
に
重
複
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
西

京
雑
記
」
は
、
た
と
え
ば
、「
隋
志
」
で
は
史
部
旧
事
類
に
の
み
著

録
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
旧
唐
志
」、「
新
唐
志
」
の
い
ず
れ
も
、
史

部
故
事
類
と
地
理
類
に
そ
れ
ぞ
れ
著
録
し
て
い
る
。

第
五
節
（
例
志
）

【
原
文
】

州
県
志
乗
藝
文
之
篇
、
不
可
不
熟
議
也
。
古
者
行
人
采
書
、

太
史
掌
典
、
文
章
載
籍
、
皆
聚
於
上
、
故
官
司
所
守
之
外
、
無

墳
籍
也
。
後
世
人
自
為
書
、
家
別
其
説
、
縦
遇
右
文
之
代
、
購

典
之
期
、
其
能
入
於
秘
府
、
領
在
史
官
者
、
十
無
七
八
、
其
勢

然
也
。
文
章
散
在
天
下
、
史
官
又
無
専
守
、
則
同
文
之
治
、
惟

学
校
師
儒
得
而
講
習
、
州
県
志
乗
得
而
部
次
、
著
為
成
法
、
守

於
方
州
、
所
以
備
輶
軒
之
采
風
、
待
秘
書
之
論
定
。
其
有
奇
衺
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不
衷
之
説
、
亦
得
就
其
聞
見
、
校
讎
是
正
、
庶
幾
文
章
典
籍
、

有
其
統
宗
、
而
学
術
人
心
、
得
所
規
範
也
。［
一
］
昔
蔡
邕
正
定

石
経
、
以
謂
四
方
之
士
、
至
有
賄
改
蘭
台
漆
書
、
以
合
私
家
文

字
者
、
是
当
時
郡
国
伝
習
、
与
中
書
不
合
之
明
徵
也
。
文
字
点

画
、
小
学
之
功
、
猶
有
四
方
伝
習
之
異
、
況
紀
載
伝
聞
、
私
書

別
録
、
学
校
不
伝
其
講
習
、
志
乗
不
治
其
部
次
、
則
文
章
散
著
、

疑
似
両
淆
、
後
世
何
所
依
拠
而
為
之
考
定
耶
。［
二
］
鄭
樵
論
求

書
之
法
、
以
謂
因
地
而
求
、
因
人
而
求
、
是
則
方
州
部
録
藝
文
、

固
将
為
因
地
因
人
之
要
刪
也
。［
三
］
前
代
搜
訪
図
書
、
不
懸
重
賞
、

則
奇
書
秘
策
、
不
能
会
萃
、
苟
懸
重
賞
、
則
偽
造
古
逸
、
妄
希

詭
合
、
三
墳
之
『
易
』、
古
文
之
『
書
』、
其
明
徵
也
。［
四
］
向

令
方
州
有
部
次
之
書
、
下
正
家
蔵
之
目
、
上
借
中
秘
之
徵
、
則

天
下
文
字
、
皆
著
籍
録
、
雖
欲
私
錮
而
不
得
、
雖
欲
偽
造
而
不

能
、
有
固
然
也
。
夫
人
口
孳
生
、
猶
稽
版
籍
、
水
土
所
産
、
猶

列
職
方
。
況
乎
典
籍
文
章
、
為
学
術
源
流
之
所
自
出
、
治
功
事

緒
之
所
流
伝
、
不
於
州
県
志
書
、
為
之
部
次
条
別
、
治
其
要
刪
、

其
何
以
使
一
方
文
献
無
所
闕
失
耶
。

【
訓
読
文
】

州
県
志
乗
の
藝
文
の
篇
は
、
熟
議
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

古
は
行
人 

書
を
采
り
、
太
史 

典
を
掌
り
、
文
章
載
籍
、
皆
上

に
聚
ま
り
、
故
に
官
司
の
守
る
所
の
外
、
墳
籍
無
き
な
り
。
後

世 

人
ご
と
に
自
ら
書
を
為
し
、
家
ご
と
に
其
の
説
を
別
に
す

れ
ば
、
縦
い
右
文
の
代
、
購
典
の
期
に
遇
う
も
、
其
の
能
く
秘

府
に
入
り
、
領
し
て
史
官
に
在
ら
し
む
る
者
、
十
に
七
八
も
無

き
は
、
其
の
勢
然
る
な
り
。
文
章
散
じ
て
天
下
に
在
り
、
史
官

も
又
た
専
守
無
け
れ
ば
、
則
ち
同
文
の
治
、
惟
だ
学
校
師
儒
の

み
得
て
講
習
し
、
州
県
志
乗
の
み
得
て
部
次
し
、
著
し
て
成
法

を
為
し
、
方
州
に
守
ら
れ
、
所
以
に
輶
軒
の
采
風
に
備
え
、
秘

書
の
論
定
を
待
つ
。
其
の
奇
衺
不
衷
の
説
有
れ
ば
、
亦
た
其
の

聞
見
に
就
き
て
、
校
讎
是
正
す
る
を
得
て
、
文
章
典
籍
、
其
の

統
宗
有
り
て
、
学
術
人
心
、
規
範
と
す
る
所
を
得
る
を
庶
幾
う
。

昔
蔡
邕 

石
経
を
正
定
し
、
以
て
四
方
の
士
、
賄
い
て
蘭
台
の

漆
書
を
改
め
、
以
て
私
家
の
文
字
に
合
せ
し
む
る
有
る
に
至
る

を
謂
う
は
、
是
れ
当
時
の
郡
国
の
伝
習
と
、
中
書
と
合
わ
ざ
る

の
明
徵
な
り
。
文
字
点
画
は
、
小
学
の
功
に
し
て
、
猶
お
四
方

伝
習
の
異
有
り
、
況
や
紀
載
伝
聞
、
私
書
別
録
、
学
校 

其
の

講
習
を
伝
え
ず
、
志
乗 

其
の
部
次
を
治
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
文

章
散
著
し
、
疑
う
ら
く
は
両
淆
す
る
に
似
て
、
後
世
何
の
依
拠

す
る
所
あ
り
て
之
が
為
に
考
定
せ
ん
や
。
鄭
樵 

書
を
求
む
る
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の
法
を
論
じ
、
以
て
地
に
因
り
て
求
め
、
人
に
因
り
て
求
む
と

謂
え
ば
、
是
れ
則
ち
方
州 

藝
文
を
部
録
す
る
は
、
固
に
将
に

地
に
因
り
人
に
因
り
て
要
刪
を
為
さ
ん
と
す
る
な
り
。
前
代
図

書
を
搜
訪
し
て
、
重
賞
を
懸
け
ざ
れ
ば
、
則
ち
奇
書
秘
策
、
会

萃
す
る
能
わ
ず
、
苟
く
も
重
賞
を
懸
け
れ
ば
、
則
ち
古
逸
を
偽

造
し
、
妄
り
に
詭
合
を
希
う
は
、
三
墳
の
『
易
』、
古
文
の

『
書
』、
其
の
明
徵
な
り
。
向
し
方
州
を
し
て
部
次
の
書
を
有
ら

し
め
、
下
は
家
蔵
の
目
を
正
し
、
上
は
中
秘
の
徵
に
借
り
れ
ば
、

則
ち
天
下
の
文
字
、
皆
な
籍
録
に
著
し
、
私
錮
せ
ん
と
欲
す
と

雖
も
得
ず
、
偽
造
せ
ん
と
欲
す
と
雖
も
能
わ
ず
、
固
に
然
る
有

る
な
り
。
夫
れ
人
口
孳
生
、
猶
お
版
籍
に
稽
む
る
が
ご
と
く
、

水
土
に
産
す
る
所
、
猶
お
職
方
に
列
ぶ
る
が
ご
と
し
。
況
ん
や

典
籍
文
章
は
、
学
術
源
流
の
自
り
て
出
づ
る
所
に
し
て
、
治
功

事
緒
の
流
伝
す
る
所
為
れ
ば
、
州
県
志
書
に
於
い
て
、
之
が
為

に
部
次
条
別
し
、
其
の
要
刪
を
治
め
ざ
れ
ば
、
其
れ
何
を
以
て

一
方
の
文
献
を
し
て
闕
失
す
る
所
無
か
ら
し
め
ん
や
。

【
現
代
語
訳
】

州
や
県
の
地
方
志
の
藝
文
篇
は
、
し
っ
か
り
議
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
古
の
時
代
は
行
人
が
書
物
を
集
め
、
太
史
が
書

籍
を
管
理
し
、
多
く
の
文
章
や
書
籍
は
、
い
ず
れ
も
御
上
の
も

と
に
集
ま
っ
た
の
で
、
官
が
保
守
す
る
も
の
以
外
に
、
書
物
は

な
か
っ
た
。
後
世
に
な
っ
て
人
々
が
自
分
で
書
物
を
著
し
、
家

ご
と
に
学
説
が
異
な
る
よ
う
に
な
る
と
、
同
文
共
軌
の
世
の
中
、

典
籍
を
売
買
す
る
時
代
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
秘
府
に
収
め
ら

れ
、
史
官
の
手
で
管
理
さ
れ
る
も
の
が
、
十
に
七
八
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
は
必
然
で
あ
っ
た
。
文
章
が
天
下
に
散
ら
ば
り
、

史
官
も
専
門
的
に
保
守
し
な
く
な
る
と
、
同
文
の
安
寧
な
治
世

に
あ
っ
て
は
、
学
校
の
教
師
だ
け
が
講
習
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
地
方
志
に
よ
っ
て
の
み
書
物
は
分
類
さ
れ
、
そ
こ
で
定

ま
っ
た
方
法
が
示
さ
れ
、
地
方
に
お
い
て
保
守
さ
れ
、
そ
う
し

て
中
央
の
使
者
に
よ
っ
て
典
籍
が
収
集
さ
れ
る
の
に
備
え
、
ま

た
秘
書
に
よ
っ
て
論
定
さ
れ
る
の
を
待
つ
。
そ
こ
で
お
か
し
な

言
説
が
あ
れ
ば
、
見
聞
す
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
校
讎
し
て
是

正
す
る
こ
と
が
で
き
、
文
章
典
籍
が
統
率
さ
れ
、
学
術
人
心
に

規
範
が
で
き
る
の
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
昔
蔡
邕
が
石
経
を

定
め
た
と
こ
ろ
、
世
の
中
の
者
が
、
賄
賂
を
贈
っ
て
蘭
台
の
漆

で
書
い
た
文
字
を
改
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
私
家
の
文
章
に
合
致

さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

当
時
の
地
方
に
お
け
る
伝
承
と
、
中
書
と
で
合
致
し
て
い
な
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か
っ
た
こ
と
の
明
証
で
あ
る
。
文
字
点
画
の
、
小
学
の
功
績
で

す
ら
、
な
お
各
地
に
伝
承
の
相
違
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て

や
記
録
や
伝
承
、
個
人
の
書
籍
や
家
毎
の
記
録
に
あ
っ
て
、
学

校
が
講
習
を
伝
え
ず
、
地
方
志
が
分
類
著
録
を
治
め
な
け
れ
ば
、

文
章
は
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
恐
ら
く
乱
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な

り
、
後
世
に
お
い
て
何
に
依
拠
し
な
が
ら
校
訂
す
る
と
い
う
の

か
。
鄭
樵
は
書
物
を
捜
し
求
め
る
方
法
を
述
べ
て
、
土
地
に

よ
っ
て
求
め
、
ま
た
人
に
よ
っ
て
求
め
る
と
言
っ
た
け
れ
ど
も
、

地
方
志
に
お
い
て
藝
文
志
を
整
理
し
て
記
録
す
る
の
は
、
実
に

鄭
樵
の
言
う
土
地
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
大
要
を
ま
と
め
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
書
物
を
捜
す
に
は
、
厚
い
褒
美
を
懸

け
な
い
と
、
貴
重
な
典
籍
が
集
ま
ら
ず
、
仮
に
厚
い
褒
美
を
懸

け
た
と
こ
ろ
で
、
古
い
時
代
の
佚
書
を
偽
造
し
不
正
に
合
わ
せ

よ
う
と
す
る
の
は
、
三
墳
の
『
易
』
や
、
古
文
の
『
書
』
が
、

そ
の
明
証
で
あ
る
。
も
し
、
地
方
に
お
い
て
目
録
書
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
下
は
私
蔵
の
書
目
を
正
し
、
上
は
中
書
秘
書
の

徴
証
の
助
け
と
な
れ
ば
、
世
の
文
章
が
、
い
ず
れ
も
目
録
に
著

さ
れ
、
独
占
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
ず
、
偽
造
し
よ
う
と
し
て

も
叶
わ
な
く
な
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
っ
た
い

人
口
が
増
え
れ
ば
、
戸
籍
上
に
記
録
し
、
山
海
で
採
れ
た
も
の

は
、
職
方
の
管
理
下
に
列
挙
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま

し
て
典
籍
文
章
は
、
学
術
の
源
流
の
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

様
々
な
功
績
や
条
理
を
広
め
伝
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
志

に
お
い
て
、
書
物
を
分
類
し
て
整
理
し
、
大
要
を
ま
と
め
ず
し

て
、
何
に
よ
っ
て
地
方
に
伝
わ
る
文
献
に
欠
損
が
生
じ
る
の
を

防
ぐ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

【
訳
注
】

［
一
］「
輶
軒
」
は
、
使
者
の
乗
る
小
さ
な
車
。『
風
俗
通
義
』
序
文
に

「
周
秦
常
以
歳
八
月
、
遣
輶
軒
之
使
、
求
異
代
方
言
、
還
奏
籍
之
、

蔵
於
秘
室
。」
と
見
え
る
。
ま
た
、
揚
雄
「
答
劉
歆
書
」
に
も
「
嘗

聞
先
代
輶
軒
之
使
、
奏
籍
之
書
皆
蔵
於
周
秦
之
室
。」（『
方
言
』）
と

述
べ
ら
れ
る
。

［
二
］『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
に
「
建
寧
三
年
、
辟
司
徒
橋
玄
府
、
玄
甚
敬

待
之
。
出
補
河
平
長
。
召
拝
郎
中
、
校
書
東
観
。
遷
議
郎
。
邕
以
経

籍
去
聖
久
遠
、
文
字
多
謬
、
俗
儒
穿
鑿
、
疑
誤
後
学
、
熹
平
四
年
、

乃
与
五
官
中
郎
将
堂
谿
典
、
光
禄
大
夫
楊
賜
、
諫
議
大
夫
馬
日
磾
、

議
郎
張
馴
、
韓
説
、
太
史
令
單
颺
等
、
奏
求
正
定
六
経
文
字
。
霊
帝

許
之
、
邕
乃
自
書
於
碑
、
使
工
鐫
刻
立
於
太
学
門
外
。
於
是
後
儒
晚

学
、
咸
取
正
焉
。
及
碑
始
立
、
其
観
視
及
摹
写
者
、
車
乗
日
千
餘
両
、
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填
塞
街
陌
。」
と
見
え
、
李
賢
注
所
引
の
『
洛
陽
記
』
に
「
太
学
在

洛
城
南
開
陽
門
外
、
講
堂
長
十
丈
、
広
二
丈
。
堂
前
石
経
四
部
。
本

碑
凡
四
十
六
枚
、
西
行
、
尚
書
、
周
易
、
公
羊
伝
十
六
碑
存
、
十
二

碑
毀
。
南
行
、
礼
記
十
五
碑
悉
崩
壊
。
東
行
、
論
語
三
碑
、
二
碑
毀
。

礼
記
碑
上
有
諫
議
大
夫
馬
日
磾
、
議
郎
蔡
邕
名
。」
と
あ
る
。
ま
た
、

『
後
漢
書
』
儒
林
伝
序
文
に
「
本
初
元
年
、
梁
太
后
詔
曰
、『
大
将
軍

下
至
六
百
石
、
悉
遣
子
就
学
、
每
歳
輒
於
郷
射
月
一
饗
会
之
、
以
此

為
常
。』
自
是
遊
学
増
盛
、
至
三
万
餘
生
。
然
章
句
漸
疏
、
而
多
以

浮
華
相
尚
、
儒
者
之
風
蓋
衰
矣
。
党
人
既
誅
、
其
高
名
善
士
多
坐
流

廃
、
後
遂
至
忿
争
、
更
相
言
告
、
亦
有
私
行
金
貨
、
定
蘭
台
桼
書
経

字
、
以
合
其
私
文
。
熹
平
四
年
、
霊
帝
乃
詔
諸
儒
正
定
五
経
、
刊
於

石
碑
、
為
古
文
、
篆
、
隷
三
体
書
法
以
相
参
検
、
樹
之
学
門
、
使
天

下
咸
取
則
焉
。」
と
見
え
る
。

［
三
］『
通
志
』
校
讎
略
「
求
書
之
道
有
八
論
」
に
お
い
て
、
鄭
樵
は
書

物
捜
集
の
た
め
の
八
つ
の
道
を
挙
げ
、
そ
の
三
に
「
因
地
以
求
」、

ま
た
そ
の
七
に
「
因
人
以
求
」
を
主
張
し
て
い
る
。「
求
書
之
道
有

八
、
一
曰
即
類
以
求
、
二
曰
旁
類
以
求
、
三
曰
因
地
以
求
、
四
曰
因

家
以
求
、
五
曰
求
之
公
、
六
曰
求
之
私
、
七
曰
因
人
以
求
、
八
曰
因

代
以
求
、
当
不
一
於
所
求
也
。」「
要
刪
」
は
、
大
要
を
ま
と
め
る
こ

と
。『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
序
に
、「
於
是
譜
十
二
諸
侯
、
自
共
和

訖
孔
子
、
表
見
『
春
秋
』、『
国
語
』
学
者
所
譏
盛
衰
大
指
、
著
於
篇
、

為
成
学
治
古
文
者
要
刪
焉
。」
と
見
え
、
司
馬
貞
索
隠
に
、「
言
表
見

『
春
秋
』、『
国
語
』、
本
為
成
学
之
人
欲
覧
其
要
、
故
刪
為
此
篇
焉
。」

と
述
べ
ら
れ
る
。

［
四
］
所
謂
「
三
易
」
の
う
ち
、「
連
山
」
と
「
帰
蔵
」
は
後
世
に
伝
わ

ら
な
い
が
、
隋
の
劉
炫
は
「
連
山
易
」
を
偽
造
し
て
奉
り
、
褒
賞
を

受
け
取
っ
た
。『
隋
書
』
劉
炫
伝
に
「
時
牛
弘
奏
請
購
求
天
下
遺
逸

之
書
、
炫
遂
偽
造
書
百
餘
巻
、
題
為
連
山
易
、
魯
史
記
等
、
録
上
送

官
、
取
賞
而
去
。」
と
見
え
る
。
孔
子
旧
宅
の
璧
中
書
に
由
来
す
る

所
謂
「
古
文
尚
書
」
は
、
永
嘉
の
乱
の
際
に
失
わ
れ
、
東
晋
の
元
帝

の
頃
に
な
っ
て
梅
賾
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
が
、
後
に
偽
書
と
断
じ

ら
れ
た
。
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章学誠校讎学論文訳注（二）「和州志藝文書序例」（下）
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